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小 豆 島 町

ふくしだよりふくしだより
地域が抱えているさまざまな福祉問題を地域全体の問題としてとらえ、

みんなで考え、話し合い、協力して解決を図ることを目的としています。

だれもが安心して暮らせる福祉の町づくり

ワークキャンプ
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作
物
を
近
所
に
あ
げ
た
り
、
ま
た
も
ら
っ

た
り
が
う
れ
し
く
て
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
小
坪
に
「
秋
葉
フ
ァ
ー
ム
」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
耕
作
放

棄
地
を
借
り
て
、
男
女
合
わ
せ
て
10
名
ほ

ど
の
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
野
菜
作
り
を
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
も
猿
、
鹿
、
猪
と
智
恵

比
べ
を
し
な
が
ら
奮
闘
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
収
穫
し
た
作
物
は
ど
れ
も
低
価
格
で

販
売
し
て
い
ま
す
が
種
代
、
肥
料
代
を
差

し
引
く
と
儲
け
は
わ
ず
か
、
し
ん
ど
い
思

い
を
し
な
が
ら
な
ぜ
喜
び
を
も
っ
て
働
く

こ
と
が
出
来
る
の
で
し
ょ
う
。
高
齢
化
社

会
と
な
り
町
も
あ
の
手
こ
の
手
と
次
々
と

福
祉
政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

だ
ん
だ
ん
と
受
け
身
の
福
祉
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
サ
ロ
ン
活
動

の
資
金
は
自
分
ら
の
手
で
、
と
小
坪
の
人

た
ち
は
働
く
の
で
す
。
ど
う
で
す
こ
の
意

気
。

　

町
長
が
熱
意
を
も
っ
て
福
祉
の
町
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
の
理
念
に
そ
っ

て
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
と
し
て
、
少

し
で
も
前
進
す
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
う
と
う
や
っ
て
き
た
か
。
ま
さ
か
こ

ん
な
と
こ
ろ
ま
で
の
思
い
だ
っ
た
。
前
日

ま
で
立
っ
て
い
た
畑
の
と
う
も
ろ
こ
し
が

倒
さ
れ
、
茎
は
く
い
ち
ぎ
ら
れ
実
は
す
べ

て
な
く
な
っ
て
い
た
。
人
家
に
隣
接
す
る

畑
で
山
か
ら
は
か
な
り
離
れ
た
場
所
に
あ

り
、
人
も
犬
も
い
る
の
に
。
ま
た
、
と
う

も
ろ
こ
し
の
す
ぐ
側
に
は
大
根
、
な
す
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
さ
つ
ま
い
も
、
南
京

が
あ
る
の
に
狙
わ
れ
た
の
は
と
う
も
ろ
こ

し
だ
け
。
し
か
し
、
被
害
は
次
の
日
に
も

及
ん
だ
。
さ
つ
ま
い
も
２
０
０
本
す
べ
て

掘
り
起
こ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
以
前
、
互

い
に
情
報
交
換
し
合
い
な
が
ら
野
菜
作
り

を
し
て
い
る
人
の
畑
で
、
白
菜
、
小
松
菜

な
ど
葉
物
を
す
べ
て
根
元
ま
で
鳥
に
食
べ

ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
会
話

　
「
う
ち
な
ん
か
全
然
食
べ
ら
れ
た
り
せ
ん

よ
。」「
そ
り
ゃ
お
前
ん
と
こ
の
は
ま
ず
い
か

ら
食
べ
に
こ
ん
の
よ
。」
こ
の
理
論
か
ら
す

る
と
う
ち
の
野
菜
も
人
並
み
の
味
に
な
っ

た
の
だ
と
胸
を
張
っ
て
喜
ぶ
べ
き
な
ん
だ

な
あ
、
け
れ
ど
猪
に
や
ら
れ
て
悔
し
い
な
。

　

野
菜
・
オ
リ
ー
ブ
・
み
か
ん
を
作
っ
て

い
る
人
た
ち
は
皆
高
齢
者
ば
か
り
で
す
が
、

こ
れ
ら
生
活
の
た
め
だ
け
で
な
く
出
来
た

ま
だ
ま
だ
働
け
ま
す

小
豆
島
町
社
会
福
祉
協
議
会　

会　

長　

三　

木　
　
　

功　

を
住
み
良
く
す
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
は

可
能
で
あ
り
、
ポ
イ
ン
ト
は
高
貴
高
齢
者

の
力
合
わ
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
お
年
寄
り

の
経
験
は
１
冊
の
本
や
事
典
に
匹
敵
す
る

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
通
り
だ
と
思

い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
目
的
は
「
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
社
会
を
つ

く
る
」
こ
と
で
す
。
皆
様
と
力
を
合
わ
せ

経
験
を
生
か
し
平
和
な
社
会
を
守
り
、
福

祉
社
会
を
も
っ
と
強
め
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

２
期
目
と
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
く
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
に
な

ら
れ
た
三
木
会
長
は
以
前
「
ふ
く
し
だ
よ

り
」
に
投
稿
さ
れ
、
高
貴
な
高
齢
者
「
高

貴
高
齢
者
」
を
目
指
そ
う
と
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
確
か
に
地
域
の
若
者
が
少
な

く
な
っ
た
現
実
の
中
で
私
た
ち
自
身
が
ど

う
す
る
か
が
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
だ
と
指
摘
さ
れ
て
も

　
「
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
」
で
な
く
、

何
か
ポ
イ
ン
ト
を
決
め
て
共
に
歩
む
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
経
験
を
積
ん
で

き
た
私
た
ち
高
齢
者
に
し
か
出
来
な
い
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

小
豆
島
は
人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

亡
く
な
ら
れ
る
方
と
進
学
で
島
を
離
れ
る

方
を
合
わ
せ
る
と
年
間
約
５
０
０
人
も
減

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
は
今
年
71
歳
に

な
り
ま
し
た
。
遅
き
に
失
し
て
い
ま
す
が

最
近
、
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
実
行
に
移

せ
る
「
幸
せ
」
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
わ
り
を
見
ま
す
と
、
も
っ
と
多
く
の

経
験
を
さ
れ
た
方
が
居
ら
れ
ま
す
。
地
域

高
貴
高
齢
者
の
力
を
一
つ
に
し
て

小
豆
島
町
社
会
福
祉
協
議
会　

副
会
長　

森　
　
　
　
　

崇　
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『生活に困っている』『働きたくても働けない』『住むところがない』など、
まずはお困りのことをお聞かせください。

　平成２７年４月１日から生活困窮者自立支援法が施行されました。
生活困窮者自立支援制度は、日本の社会経済の構造的な変化に対応し、これまで「制度の
狭間」におかれてきた生活保護受給者以外の生活困窮者に対する支援を強化するものです。
小豆島町においても、小豆島町社会福祉協議会で自立相談支援事業を開始しました。

まずは、困っていることをお聞かせください

相談支援員がご相談をお受けします。お電話・来所どちらでも結構です。

相談支援員がご自宅に伺い、お話を聞くこともできます。

　
ご相談の中で、課題を一緒に整理していきます

不安や心配ごとをどう解決できるか、どう支援できるかを

分析し、必要な支援を把握します。

　
課題解決に向けた目標を立て、具体的なプランを一緒に作成します

あなたの希望を尊重しながら、必要な支援が計画的に

行われるよう自立に向けたプランを策定します。

　
プランに沿って取り組み、ひとつずつ課題を解決します

問題を解決するために、必要な関係機関と連携して支援を行います。

支援経過を確認しながら、計画の確認・見直しを行い、

現在の生活を改善します。

小豆島町社会福祉協議会
生活あんしんセンター

月～金曜日
（祝日・年末年始を除く）
8：30～17：15

82−5318
相談
窓口

相談
日時

電話
番号☎

★１

★２

★３

★４

相談支援の流れ

課題
　整理

プラン
作成

一緒に
取り組み

あなたのお悩み
まずは

ご相談ください

一人で抱え込まずに、まずはご相談ください。

生活困窮者への支援制度が
始まりました

生活困窮者への支援制度が
始まりました
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この事業は、平成２７年７月から県内すべての社会福祉協議会で取り組んでいます。

社会福祉協議会では、相談・支援担当者を配置し、様々な「生活のしづらさ」を抱え
支援を必要としている方の相談に応じ、町内の社会福祉施設と社会福祉協議会の持つ
強み（機能や資源）を活かし、制度につないだり、必要に応じて現物給付を行うなど、
連携・協働して総合相談・支援に取り組みます。

香川おもいやりネットワーク事業は、香川
県内の社会福祉法人施設と社会福祉協議会
と民生委員児童委員がつながり、支援を必
要とする方を、「地域でトータルにサポート
する仕組み」をつくり、「香川型“福祉で
まちづくり”」をめざした事業です。

人と人とをつなぎ、ふだんのくらし
を支え、「福祉でまちづくり」

民生委員児童委員
ニーズをキャッチし、つなぐ、見守る

社会福祉法人・施設
　　職員の専門性、拠点、設備、
　　ネットワーク、24時間体制

社会福祉協議会
住民主体の地域づくり支援、

まちづくり

まずは地域の福祉関係者・団体がつながる

福祉関係者の意識を変えていく

地域の課題を解決する仕組みづくり

それぞれが持つ機能を
地域の中で活かす取り組み

➡

➡
総合相談・支援機能の構築・強化

ソーシャルワークの展開

地域における権利擁護の推進

積極的権利擁護の推進
（予防機能）

居場所づくり

支援が循環する
（お互い役割がある）場の実現

➡
➡

↙

↙

香　川

おもいやり

ネットワーク事業

香　川

おもいやり

ネットワーク事業
始まりました

◦地域のネットワークの
　コーディネート役になる
◦地域の課題、社会資源の
　情報を集約する

◦職員が地域の福祉関係者、
　住民とつながる
◦地域の課題、ニーズを知る
◦施設の見える化、
　地域貢献・社会貢献
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平成26年度　事業報告
　平成26年度は『みんなで進める福祉の推進』『誰もが安心して生活できる福祉サービスの
充実』『社会福祉協議会の運営基盤の整備』を基本目標とし、事務局体制の強化を始め、生
活支援サービス事業の支援体制の強化、拡充を図り、小地域ネットワークづくりでは、新
たに「命の笛」の配付をとおし、地域での支え合いの推進を図りました。

平成27年度　事業計画
　平成27年度は、生活困窮者自立支援法の施行や介護
保険法の改正により、新たに生活困窮者自立支援事業
の取り組みや、生活支援サービス事業の拡充を図りま
す。そこで地域での助け合い活動への支援や相談支援
体制の充実などによる機能拡大を図り『住民がともに
支え合い、安心して暮らせる福祉のまちづくり』に取
り組みます。

平成26年度　収支決算報告

平成27年度　収支予算

１　相談支援体制の充実
２　地域福祉活動の取り組みの推進
３　在宅福祉サービスの充実
４　財源基盤の強化

★重点項目

事業費
　531，900

支出
30，340，070

助成金・
負担金
474，832

当期年度末残高
4，261，255

事業費
7，640，404

人件費（６人分）
17，212，164

事務費
751，415

〈支出の部〉
その他
113，641

受取利息
　配当金
　　6，488

共同募金配分金
3，591，060

前年度繰越金
5，313，213

受託金
6，614，380

助成金
13，300

補助金
11，121，288

会費　2，681，800
寄付金
353，000

収入
30，340，070

〈収入の部〉 （単位：円）

〈支出の部〉

支出
35，692，000

助成金・負担金
2，336，000

予備費　1，440，000

事業費
2，109，000

人件費（８人分）
22，956，000

事務費
6，851，000

（単位：円）〈収入の部〉その他
413，745

利用者負担金
290，000

共同募金配分金
2，087，000

前年度繰越金
4，261，255

受託金
13，797，000

補助金
11，520，000

会費　2，690，000
寄付金
450，000

収入
35，692，000

事業費
177，000

受取利息配当金
6，000
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事　務　局
川　元　丈　次
奥　野　史　子
大　森　猛　広
橋　本　亜　美
明　田　俊　恵
木　下　裕　美
笠　井　玲　子
山　下　美　穂

本　　所
内海支所
池田支所

委員長　棟　保　　　博　副委員長　濵　田　　　茂
在 宅 福 祉 委 員 会

社会福祉事業へのご寄付は寄付金控除の対象となります。
ご寄付いただいた方の氏名は町広報にて掲載しておりますのでご覧ください。

　　　寄付件数　 3件
　　　　　　　　　　　 寄付合計金額　　　　　　 93，500円

小豆島ライオンズクラブ　 車イス　１台
寄付にご協力お願いします

　社協の財源の一つが、みなさまから寄せられる会費や寄付金です。こうした財源は社協の事業推進の大
きな支えとなっています。金額の多少を問わず、年間を通じて受け付けております。どうぞお気持ちをお
寄せください。

あたたかな善意をありがとうございました。
平成27年１月１日〜平成27年６月30日

※理事・監事・評議員は、議会、行政、自治会、民生委員児童委員協議会、老人クラブ、
　婦人会、身障者団体、福祉施設、保健・医療機関、学校、ボランティア、福祉委員の
　代表及び学識経験者で構成されています。

監　事　石　田　良　行
　〃　　岡　野　政　博

理　事　安　井　信　之
　〃　　後　藤　　　巧
　〃　　濵　田　　　茂
　〃　　浜 元 二三雄
　〃　　棟　保　　　博
　〃　　西　原　正　明
　〃　　八　木　知　之
　〃　　山　本　利　郎
　〃　　三　木　洋　子
　〃　　村　田　美　紀
　〃　　田　中　　　仁
　〃　　竹　内　章　介

会
　
長
　
三　

木　
　
　

功

副
会
長
　
森　
　
　
　
　

崇

小豆島町社会福祉協議会組織図

浜　元　二三雄　　楠　　　初　美
竹　内　章　介

委員長　安　井　信　之　副委員長　田　中　　　仁
企画財政運営委員会

責　任　者　　川　元　丈　次
第三者委員　　坂　下　親　弘
第三者委員　　八　木　英　機

苦 情 解 決 体 制

評　議　委　員
畑　口　欣　也　　肥　田　高　成　　長　町　一　郎　　森　　　一　弘　　久留島　　博
松　村　英　明　　井　上　喜代文　　藤　本　昌　英　　戸　井　清　一　　大　谷　隆　生
山　口　公　啓　　坂　下　親　弘　　川　西　郷　視　　橋　本　和　美　　岡　田　恕　枝
八　木　英　機　　山　口　眞理子　　藤　本　　　壽　　山　本　和　子　　新　茶　善　昭
小　倉　幸　子　　山　下　太　一　　八　木　正　人　　羽　座　則　史　　久　保　茂　美
坂　下　順一郎　　片　桐　陽　兆　　藤　本　孝　子　　石　山　喜　芳

後　藤　　　巧　　村　田　美　紀
森　　　　崇　　　　　　　　

委員長　山　本　利　郎　副委員長　八　木　知　之
広 報 委 員 会

自 平成27年6月1日〜至 平成29年5月31日

西　原　正　明　　三　木　　　功
三　木　洋　子　　堀　内　宏　美


